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現  行（４－１－３） 一 部 修 正 備考（内容） 

第１章 配水管布設工事 

第１．総則 

２．包括工種内訳 

 

工 種 区 分 包 括 内 訳（工種） 摘  要 

フランジ栓止工 

【接合替】 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、矢板工、フランジ栓止工、ポリエチレンス

リーブ取付工、一次本復旧工 

接合替工事 

口径：50mm 

パイプエンド設置工 

（材工共）【接合替】 

（箇所当り） 

ポリエチレン管継手工、ポリエチレン管用金属

継手パイプエンド材料 

接合替工事 

口径：25～50mm 

仮管分岐工【～φ50】 

仮管分岐設置撤去工【φ75～】  

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、矢板工、不断水連絡工、仮

管分岐材料、弁室類築造工、仮管撤去工 

仮管工事 

分岐口径： 

40～150㎜ 

仮管布設撤去工 

（ｍ当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、給水管布設工、給水管撤去

工、一次本復旧工、ビニル管処分工 

仮管工事 

口径：25～150㎜ 

仮接合替工 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、一次本復旧工、給水管布設

工、給水管撤去工、ビニル管処分工、残留塩素

検査 

仮管工事 

仮管消火栓設置撤去工 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、一次本復旧工、弁室類築造

工、管布設工（継手含む）、消火栓設置撤去工、

管撤去工、ビニル管処分工、仮管消火栓材料 

仮管工事 

口径：75～150㎜ 

仮管排水栓設置撤去工 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、一次本復旧工、弁室類築造

工、管布設工(継手含む)、消火栓設置撤去工、

管撤去工、ビニル管処分工、仮管排水栓材料 

仮管工事 

口径：75～150㎜ 

試験掘工 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版破砕（障害有り）、舗装残滓

等処分工、人力掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、矢板工、一次本復旧工 

口 径 ： 75 ～

300mm 

（注）一次本復旧工に未舗装（Ｇ・Ｕ５０）は含まない。 

 

 

 

第１章 配水管布設工事 

第１．総則 

２．包括工種内訳 

 

工 種 区 分 包 括 内 訳（工種） 摘  要 

フランジ栓止工 

【接合替】 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、矢板工、フランジ栓止工、ポリエチレンス

リーブ取付工、一次本復旧工 

接合替工事 

口径：50mm 

パイプエンド設置工 

（材工共）【接合替】 

（箇所当り） 

ポリエチレン管継手工、ポリエチレン管用金属

継手パイプエンド材料 

接合替工事 

口径：25～50mm 

仮管分岐工【～φ50】 

仮管分岐設置撤去工【φ75～】  

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、矢板工、不断水連絡工、サ

ドル付分水栓分岐工、仮管分岐材料、弁室類築

造工、仮管撤去工 

仮管工事 

分岐口径： 

40～150㎜ 

仮管布設撤去工 

（ｍ当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、給水管布設工、給水管撤去

工、一次本復旧工、ビニル管処分工 

仮管工事 

口径：25～150㎜ 

仮接合替工 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、一次本復旧工、給水管布設

工、給水管撤去工、ビニル管処分工、残留塩素

検査 

仮管工事 

仮管消火栓設置撤去工 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、一次本復旧工、弁室類築造

工、管布設工（継手含む）、消火栓設置撤去工、

管撤去工、ビニル管処分工、仮管消火栓材料 

仮管工事 

口径：75～150㎜ 

仮管排水栓設置撤去工 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版直接掘削積込工、舗装残滓

等処分工、管路掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、市道仮復旧工、一次本復旧工、弁室類築造

工、管布設工(継手含む)、消火栓設置撤去工、

管撤去工、ビニル管処分工、仮管排水栓材料 

仮管工事 

口径：75～150㎜ 

試験掘工 

（箇所当り） 

舗装切断工、舗装版破砕（障害有り）、舗装残滓

等処分工、人力掘削工、残土処分工、管路埋戻

工、矢板工、一次本復旧工 

口 径 ： 75 ～

300mm 

 （注）一次本復旧工に未舗装（Ｇ・Ｕ５０）は含まない。 
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現  行（４－１－57） 一 部 修 正 備考（内容） 

３．包括工種の適用 

 

（２１）仮管分岐工【～φ50】／仮管分岐設置撤去工【φ75～】  

コ．標準数量表                        (１箇所当り) 

工種名称 単位 
数量 

φ40・φ50 φ75以上 サドルφ40・φ50 

舗装切断工 ｍ (掘削幅＋掘削延長)×2（－分岐側掘削幅）※５ 

舗装版直接掘削積込工 ｍ2 掘削幅×掘削延長 

管路掘削工 ｍ3 掘削幅×掘削延長×(掘削深※１－既設舗装版厚) 

管路埋戻工 ｍ3 掘削幅×掘削延長×(掘削深※１－仮復旧厚) 

残土処分工 ｍ3 掘削幅×掘削延長×(掘削深※１－既設舗装厚) 

舗装残滓等処分工（As） ｍ3 掘削幅×掘削延長×既設舗装版厚 

舗装残滓等処分工（路盤廃材） ｍ3 掘削幅×掘削延長×既設路盤厚 

市道仮復旧工 ｍ2 掘削幅×掘削延長 

矢板工（設置・撤去）※２ ※４ ｍ (掘削幅＋掘削延長)×2（－分岐側掘削幅）※５ 

仮管分岐材料 式 1 

不断水連絡工（材工共） 箇所 1 ― 

鋳鉄管用サドル付分水栓分岐工

（材工共） 
箇所 ― 1 

弁室類築造工（設置・撤去） 箇所 ― 1 ― 

仮管撤去工（鋳鉄管） ｍ ― ※３ ― 

※１ 掘削深は土被に管外径を加算したものとする。 

※２ 矢板工は掘削深が1.50ｍを超える場合に計上する。 

※３ φ75：0.36、φ100：0.37、φ150：0.40とする。 

※４ 矢板工を計上する場合は、矢板長2.0ｍ以下、掘削幅Ｂ≦1.8とする。 

※５ サドル付分水栓分岐工による場合は、舗装切断工及び矢板工の数量から分岐側 

掘削幅（矢板なし：0.60ｍ、矢板あり：0.90ｍ）を差引いたものとする。 

（注）各工種の計算結果は、小数第２位までとし第３位四捨五入とする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３．包括工種の適用 

 

（２１）仮管分岐工【～φ50】／仮管分岐設置撤去工【φ75～】 

コ．標準数量表                        (１箇所当り) 

工種名称 単位 
数量 

φ40・φ50 φ75以上 サドルφ40・φ50 

舗装切断工 ｍ (掘削幅＋掘削延長)×2（－分岐側掘削幅）※５ 

舗装版直接掘削積込工 ｍ2 掘削幅×掘削延長 

管路掘削工 ｍ3 掘削幅×掘削延長×(掘削深※１－既設舗装版厚) 

管路埋戻工 ｍ3 掘削幅×掘削延長×(掘削深※１－仮復旧厚) 

残土処分工 ｍ3 掘削幅×掘削延長×(掘削深※１－既設舗装厚) 

舗装残滓等処分工（As） ｍ3 掘削幅×掘削延長×既設舗装版厚 

舗装残滓等処分工（路盤廃材） ｍ3 掘削幅×掘削延長×既設路盤厚 

市道仮復旧工 ｍ2 掘削幅×掘削延長 

矢板工（設置・撤去）※２ ※４ ｍ (掘削幅＋掘削延長)×2（－分岐側掘削幅）※５ 

仮管分岐材料 式 1 

不断水連絡工（材工共） 箇所 1 ― 

鋳鉄管用サドル付分水栓分岐工

（材工共） 
箇所 ― 1 

弁室類築造工（設置・撤去） 箇所 ― 1 ― 

仮管撤去工（鋳鉄管） ｍ ― ※３ ― 

※１ 掘削深は土被に管外径を加算したものとする。 

※２ 矢板工は掘削深が1.50ｍを超える場合に計上する。 

※３ φ75：0.36、φ100：0.37、φ150：0.40とする。 

※４ 矢板工を計上する場合は、矢板長2.0ｍ以下、掘削幅Ｂ≦1.8とする。 

※５ サドル付分水栓分岐工による場合は、舗装切断工及び矢板工の数量から分岐側 

掘削幅（矢板なし：0.60ｍ、矢板あり：0.90ｍ）を差引いたものとする。 

（注）各工種の計算結果は、小数第２位までとし第３位四捨五入とする。 

 

サ．不断水連絡工（φ40・50・75・100・150分岐）         （１箇所当り） 

工種名称 形質寸法 単位 
数量 

φ40 φ50 φ75 φ100 φ150 

不断水連絡工  箇所 1 1 1 1 1 

割丁字管 材料費 個 1 1 1 1 1 

 

シ．鋳鉄管用サドル付分水栓分岐工（φ40・φ50分岐）       （１箇所当り） 

工種名称 形質寸法 単位 
数量 

φ40 φ50 

分水栓取付工 鋳鉄管用 箇所 1 1 

鋳鉄管用サドル分水栓 材料費 個 1 1 

ポリエチレン管金属継手（分・止水用ソケット） 材料費 個 1 1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表の追記。 
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現  行（４－１－58） 一 部 修 正 備考（内容） 

サ．標準材料表（φ40分岐・φ50分岐）             （１箇所当り） 

資材名称 形式寸法 単位 
数量 

φ40 φ50 

ビニル管用ユニオンナット  個 2 2 

Ｓベンド HIVP 個 1 1 

ソフトシール止水栓  個 1 1 

止水栓用伸縮継手 40 個 1 ― 

ビニル管用伸縮継手 50 個 ― 1 

ユニオンソケット HIVP 個 2 2 

止水栓ボックス 150 個 1 1 

止水栓ボックス（継足用） 150 個 1 1 

残留塩素検査 DPD試薬 箇所 1 1 

       

 

シ．標準材料表（φ75分岐・φ100分岐・φ150分岐） （１箇所当り） 

資材名称 単位 

数量 

備考 φ

75 
φ100 φ150 

ソフトシール仕切弁（浅層埋設用） 個 1 3回償却 

ＤＫ短管１号 ＧＦ形 個 1 3回償却 

ＶＣソケット 個 1  

Ｋ（Ａ）押輪 個 1 3回償却 

Ｋ ゴム輪 個 1  

ＧＦ ガスケット 個 2  

Ｔ頭ボルトナット（Ｋ・ＫＦ形用） 本 4 4 6 3回償却 

フランジ用異形Ｔ頭ボルトナット フッ素加工（仮管用）  本 8 8 12 3回償却 

制水弁鉄蓋 個 1 3回償却 

調整リング50ｍｍ 個 2 3回償却 

調整リング100ｍｍ 個 1 3回償却 

レジンコンクリート上下部壁（ＣＡ) 個 1 3回償却 

レジンコンクリート底版（Ｐ） 個 1 3回償却 

残留塩素検査（DPD試薬） 箇所 1  

  

 

 

 

 

 

 

 

ス．標準材料表（φ40分岐・φ50分岐）             （１箇所当り） 

資材名称 形式寸法 単位 
数量 

φ40 φ50 

ビニル管用ユニオンナット  個 2 2 

Ｓベンド HIVP 個 1 1 

ソフトシール止水栓  個 1 1 

止水栓用伸縮継手 40 個 1 ― 

ビニル管用伸縮継手 50 個 ― 1 

ユニオンソケット HIVP 個 2 2 

止水栓ボックス 150 個 1 1 

止水栓ボックス（継足用） 150 個 1 1 

残留塩素検査 DPD試薬 箇所 1 1 

       

 

セ．標準材料表（φ75分岐・φ100分岐・φ150分岐） （１箇所当り） 

資材名称 単位 

数量 

備考 φ

75 
φ100 φ150 

ソフトシール仕切弁（浅層埋設用） 個 1 3回償却 

ＤＫ短管１号 ＧＦ形 個 1 3回償却 

ＶＣソケット 個 1  

Ｋ（Ａ）押輪 個 1 3回償却 

Ｋ ゴム輪 個 1  

ＧＦ ガスケット 個 2  

Ｔ頭ボルトナット（Ｋ・ＫＦ形用） 本 4 4 6 3回償却 

フランジ用異形Ｔ頭ボルトナット フッ素加工（仮管用）  本 8 8 12 3回償却 

制水弁鉄蓋 個 1 3回償却 

調整リング50ｍｍ 個 2 3回償却 

調整リング100ｍｍ 個 1 3回償却 

レジンコンクリート上下部壁（ＣＡ) 個 1 3回償却 

レジンコンクリート底版（Ｐ） 個 1 3回償却 

残留塩素検査（DPD試薬） 箇所 1  

  

 

 

 

 

 

付番の修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付番の修正。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


